
                               2024 年 10 月 20 日 

                             Ji＆Ji コンサルティング 

No179,180 人事システムの修正内容について 

人事システム Ji＆Ji の 20241020 版の修正内容について説明します。 

今回のリリース機能は、以下の項目になります。  

 

① 昇給処理の多様性強化 

これまで年度開始月から１～２ヵ月後の昇給処理に対応していましたが、新たに年度開始月に昇給 

 処理を実行できるようにします。 

 ・年度開始月から１～２ヵ月後の昇給処理（これまで） 

   年度開始月：社員マスタの修正（昇格者：号数、月額固定額）⇒「給与ｼｽﾃﾑ変更確認書」 

   １～２ヵ月後：昇給処理（昇給評価による号数変更・月額固定額変更） 

         ⇒「給与ｼｽﾃﾑ変更確認書」および「昇給決定額一覧表」 

        給与システム側（昇給処理および年度開始月からの残業代含む差額支給） 

 ・年度開始月の昇給処理（追加機能） 

   年度開始月：社員マスタの修正なし、昇給処理（昇給評価による号数変更・月額固定額変更） 

         ⇒「給与ｼｽﾃﾑ変更確認書」および「昇給決定額一覧表」 

        給与システム側（昇給処理） 

 ・職能給／年齢給への対応（追加機能） 

   年度初めの年齢を基準に、昇給処理時に年齢給を自動設定します。 

   職能給はこれまでの基本給欄で、年齢給は{資格/職能}給欄で管理します。 

職能毎のランクが給与テーブルの職能コードおよび号数に対応します。 

 ※関連して、昇給処理のリファクタリングを実施します。短時間勤務による減額金額は、「基本給自動 

計算」後に、G48 社員属性更新の下段「減額２」に表示します（青色表示の氏名をクリックすると 

画面 G48 を別 Window で表示します。 

画面 G46 支給額計算（昇給） 

  

  

  

年齢給 



② 評価会議 G43 に{資格・職級}の滞留年数表示 

 

 

③ 目標管理チェックリスト（新規） 

 目標管理の進捗や入力状況を CSV 形式で一覧出力する。 

 

 

④ 休職変更データの基準日（フリー日付⇒休職データ基準日） 

 

※ 休職期間変更データを登録時に、基準日のガイドラインを表示する。 

これにより、一連の休職データの検索順番を正規化でき、正確な処理を保証できるようにする。 

 

継続年数（滞留年数） 

システムパラメータ C80/710 

コード 0  表示名”ON”の場合 

{資格・職級｝の継続年数を( )

内に年数表示する。 

年数は期初日(期末月が３月 

の場合は４月１日時点)を基準

に整数で表示する。 

０：全年度途中に変更あり 

表示なし：当年度期初日に変更 



⑤ 退職金計算（処理の見直し） 

・ポイントの端数処理 

  小数点以下２桁目の四捨五入 ⇒ 小数点以下３桁目の四捨五入 

・同一社員が正社員と契約社員の雇用契約があるケース 

  正社員の期間に限定して退職金計算を行う。 

 

 

 

                                        以上 


